
第29回「長野市景観賞」受賞

ミヤマでは、目に見えない地中の環境汚染に対し、事前の調査・分析により汚染物質の成分や土壌の性状、
拡散状況等を踏まえたうえで、環境負荷の少ない最適な手法をご提案します。

土壌汚染対策法に基づく調査に加え、自主調査も承ります。土地取引、工
場移転、漏洩事故、事業譲渡等に伴う調査実績があり、ケースに応じて土
地の履歴や土質、地下水経路、汚染経過等の調査を行います。また汚染
の拡散シュミレーションや対策計画の策定なども行っており、状況に合わ
せた対策をご提案します。行政対応についてもご相談ください。
指定調査機関（2003-4-1022）

● 工場跡地の売却
 土壌調査により土壌汚染を確認。跡地利用が決まっていたため、早急

に対策計画を提案・実施。円滑に土地取引が完了。
● 工場用地の取得
 工場用地の土壌調査で汚染を確認。
 行政・地権者・地域住民・企業等、関係者の合意が得られる対策を提案。
● 設備からの漏洩
 改正水濁法に基づく点検業務（ミヤマ実施）により埋設タンクの損傷を

発見。土壌汚染が確認されたため行政へ報告し、汚染土壌を処理。他

自社開発した土壌中の有害物質を効率的に液中に溶出する科学洗浄技
術で、これまで困難とされたセレンや鉛、ほう素、ふっ素、六価クロム等、
第二種特定有害物質による高濃度汚染土壌の「現地洗浄」を実現します。
土壌搬出のない現地処理は環境負荷が低いことはもちろん、搬出や埋め
戻し等に掛かるコストも大幅に削減が可能です。

本年3月に移転をしたミヤマ新本社が長野市景観賞を受賞しました。
拠点統合による事業の効率化、商品開発力の強化を目指し新設された新本社には、社員の職
場環境向上や地域住民の方々に対し心地よい環境を提供することを目的とした緑化スペース
が設けられています。
今回の表彰では、社屋と緑化スペースが
一体となって地域の景観向上に貢献して
いることを評価していただきました。

土壌汚染調査 汚染土壌の現地洗浄

ミヤマがご提案する汚染土壌の浄化対策です

【調査・対策事例】
【処理フロー】

汚染土壌 洗浄
脱水 洗浄済土壌

分級後の砂礫
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ミヤマから「信州のキラメキ」をお届けします　ピジョンポスト＃36

A4

右は開いてつぶして平に折る

扇を立てて開く

完成 !!

A4版（210×297mm）を
半分に切った長方形　

軽く折り線をつける

段に折る

半分に折る

aと同じ幅くらいで折る

一枚を間に折る

a

折り紙の花園に魅せられて

取材協力・写真提供／布施知子氏

インドネシアの首都ジャカルタの日系高
級ホテル「AXIA South Cikarang」のレ
セプションカウンター壁画、エントランス
照明、スパの壁面照明、客室の装飾などに
採用されている。折りによって紡ぎ出され
る和紙の造型と彩りがエキゾチックな美
をかもし出す。

海外のホテルで「日本」を発信

　
布
施
知
子
さ
ん
の「
折
り
紙
」の
世
界
は
、
花
や
小
動
物
な
ど
の
折
り
紙

細
工
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
の
「
箱
」、「
ユ
ニ
ッ
ト
折
り
」
や
「
コ
イ
ル

折
り
」
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
イ
ン
テ
リ
ア
、「
平
折
り
」「
多
重
平
織
り
」を
駆
使

し
た
織
物
の
よ
う
な
装
飾
作
品
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な「
折
り
紙
の
枯
山
水
」

表
現
な
ど
、
無
限
と
も
い
え
る
広
が
り
に
満
ち
て
い
ま
す
。
既
存
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
自
由
自
在
な
造
型
を
生
み
出
す
原
動
力
は
、
布
施
さ
ん
自
身

が
感
じ
て
い
る
「
折
る
こ
と
の
尽
き
な
い
楽
し
さ
」
に
あ
る
よ
う
で
す
。

作
品
の
数
々
は
一
作
家
の
ア
ー
ト
作
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
し
い
「
日
本

の
美
」
の
象
徴
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
限
の
広
が
り
、「
折
り
」の
宇
宙

白い和紙を用い「無限折り」によって織りなされた
山や川を配置した折り紙の「枯山水」は、ドイツの展
覧会で折りの技術と哲学的な表現が観客を驚かせ
た。2016年春に安曇野豊科近代美術館で開催さ
れた「布施知子ORIGAMI 展 ～紙と折りのリズム
～」でも展示。

折り紙で表現する「枯山水」

照明デザイナーと組んで新発想のランプシェー
ド制作にも取り組んでいる。折りの技術を駆使
し、たたんで収納することのできる和紙のランプ
シェードは美と実用に加え、柔らかな光による癒
やしの要素をあわせ持つ。

美と実用と癒やしが共存する
ランプシェード

折り紙は四季の暮らしに愛らしい彩
りを添えてくれます。新年の食卓に
ふさわしい「扇の箸袋」の折り方を教
えていただきました。A4の紙1枚で
２膳分を作れます。

折ってみよう、使ってみよう

日本を代表する折り紙作家。大町市八坂の古
民家で版画家の夫・鳥海太郎氏と愛猫と暮ら
しながら作品制作にいそしむ。フランス、イギ
リス、ドイツ、オーストラリア、アルゼンチンな
どに招かれ個展開催。新潟県長岡市生まれ。

『ハッとする！折り紙入門』『できた！ユニット折
り紙入門』（筑摩書房）、『おりがみ 四季折々』

（NHK出版）、『SPIRAL-Origami Art Design』
（洋書）他、著書多数。その多くが各国で翻訳
されている。
2017年春、国際紙パルプ商事株式会社（東京
都中央区明石町）本社ロビーにて最近の作品
が展示される予定です。お楽しみに。

世
界
に
広
が
る「O

rigam
i

」。

　「O
rigam

i

」
が
世
界
共
通
の
言
葉
で
あ

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　「
千
羽
鶴
」
や
「
兜
」
に
代
表
さ
れ
る
伝
統

的
な
手
遊
び
か
ら
、
自
動
車
の
エ
ア
バ
ッ
ク
、

宇
宙
空
間
で
広
げ
る
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
折

り
畳
み
と
い
っ
た
工
業
・
産
業
分
野
で
の
応

用
に
至
る
ま
で
、
折
り
紙
は
幅
広
い
領
域
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
応
じ
た
深
化
を
遂
げ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
折
り
紙
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て

い
る
の
が
、
長
野
県
大
町
市
在
住
の
布
施
知

子
さ
ん
で
す
。
布
施
さ
ん
の
作
品
は
、
伝
統

の
折
り
紙
を
応
用
し
た
手
の
ひ
ら
に
乗
る
造

形
を
は
じ
め
、
神
秘
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
、
建
築

物
の
内
装
空
間
の
演
出
な
ど
実
に
多
彩
。
そ

の
ど
れ
も
が
一
枚
の
平
坦
な
紙
か
ら
、「
折

り
」
と
い
う
作
業
の
と
め
ど
な
い
繰
り
返
し

の
末
に
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
パ
ー
ツ
に
分
け

て
折
っ
た
多
面
体
を
組
み
合
わ
せ
て
立
体
を

構
成
す
る
「
ユ
ニ
ッ
ト
折
り
」、
角
柱
を
ね
じ

り
な
が
ら
コ
イ
ル
状
に
折
り
畳
む
「
コ
イ
ル

折
り
」、
編
み
込
ん
だ
と
し
か
思
え
な
い
複

雑
で
美
し
い
幾
何
学
模
様
が
描
き
出
さ
れ
る

「
平
折
り
」「
多
重
平
折
り
」、
同
じ
か
た
ち
を

無
限
に
折
り
返
す
「
無
限
折
り
」
な
ど
数
々

の
折
り
の
技
法
を
駆
使
し
、
独
自
の
世
界
観

を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

　「
い
つ
も
考
え
て
い
る
の
は
折
り
の
こ
と
。

ま
ず
断
片
を
思
い
描
き
、
実
際
に
折
っ
て
み

て
ま
た
考
え
、
展
開
図
を
描
い
て
折
っ
て
確

か
め
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
折
り
続
け
ま
す
」。

大
型
の
作
品
に
な
る
と
１
８
０
㎝×

１
１
０

㎝
の
特
注
和
紙
を
用
い
、
何
ヶ
月
も
か
け
て

折
っ
て
い
き
ま
す
。
気
が
遠
く
な
る
地
道
な

作
業
で
す
が
、「
た
だ
た
だ
お
も
し
ろ
く
て
」

と
、
布
施
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
布
施
さ
ん
が
折
り
紙
と
出
会
っ
た
の
は
小

学
校
時
代
。
身
体
が
弱
く
、
入
院
中
に
薬
包

紙
で
折
っ
た
ユ
リ
の
花
が
最
初
の
作
品
で
し

た
。
そ
の
後
も
本
を
参
考
に
新
し
い
折
り
に

挑
戦
し
続
け
、
や
が
て
出
会
っ
た
「
ユ
ニ
ッ

ト
折
り
」
で
新
境
地
を
開
拓
。
著
作
や
展
覧

会
が
世
界
的
な
注
目
を
集
め
ま
す
。

　「
ま
さ
に
扉
が
開
い
た
感
覚
で
し
た
。ユ
ニ

ッ
ト
折
り
の
先
に
広
が
っ
て
い
た
の
は
、
見

た
こ
と
も
な
い
花
園
だ
っ
た
ん
で
す
」。〝
折

り
紙
の
花
園
〞
に
足
を
踏
み
入
れ
た
布
施
さ

ん
は
、
以
来
、
こ
の
道
一
筋
。
新
た
な
折
り

の
技
法
や
デ
ザ
イ
ン
を
開
発
し
、
独
創
的
な

作
品
を
発
表
し
て
は
世
界
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン

に
驚
き
と
感
動
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
折
り
紙
を
科
学
的
、
学
術
的
に
研
究
す

る
組
織
に
招
か
れ
て
発
表
の
機
会
を
持
つ
な

ど
、
折
り
紙
の
可
能
性
を
拡
げ
て
い
く
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
の

高
齢
者
の
折
り
紙
ク
ラ
ブ
も
指
導
。
未
知
の

折
り
を
探
究
し
続
け
る
の
も
、
誰
も
が
で
き

る
折
り
を
多
く
の
人
々
と
共
有
す
る
の
も
、

布
施
さ
ん
に
と
っ
て
は
〝
花
園
〞
で
過
ご
す

大
切
な
ひ
と
と
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
布
施
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
兼
住
居
は
、
大
町

市
八
坂
の
山
村
。
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
自
然
と

向
き
合
い
、
野
鳥
、
小
動
物
、
虫
な
ど
多
様

な
生
き
も
の
と
共
存
す
る
山
暮
ら
し
の
中
で
、

日
々
発
想
を
膨
ら
ま
せ
、
折
り
に
没
頭
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
、
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
「
折
ら
れ
た
紙
そ
の
も
の
の

美
し
さ
が
際
立
つ
造
形
」。
誰
も
が
子
ど
も

の
こ
ろ
楽
し
ん
だ
「
お
り
が
み
」
が
布
施
さ

ん
の
感
性
と
技
で
「O

rigam
i

」ア
ー
ト
と

し
て
、美
し
く
花
開
い
て
ゆ
き
ま
す
。

折
り
の
宇
宙
に
遊
ぶ

布施知子さんの折り紙作品から　右：多重平折りによる平面造形　上中：らせんのコイル　上左：らせん折りのランプシェード　左下：スパイラルタワーによる林　
表紙：コイル折りのランプシェード
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ッ
ク
、

宇
宙
空
間
で
広
げ
る
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の
折

り
畳
み
と
い
っ
た
工
業
・
産
業
分
野
で
の
応

用
に
至
る
ま
で
、
折
り
紙
は
幅
広
い
領
域
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
応
じ
た
深
化
を
遂
げ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
折
り
紙
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て

い
る
の
が
、
長
野
県
大
町
市
在
住
の
布
施
知

子
さ
ん
で
す
。
布
施
さ
ん
の
作
品
は
、
伝
統

の
折
り
紙
を
応
用
し
た
手
の
ひ
ら
に
乗
る
造

形
を
は
じ
め
、
神
秘
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
、
建
築

物
の
内
装
空
間
の
演
出
な
ど
実
に
多
彩
。
そ

の
ど
れ
も
が
一
枚
の
平
坦
な
紙
か
ら
、「
折

り
」
と
い
う
作
業
の
と
め
ど
な
い
繰
り
返
し

の
末
に
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
パ
ー
ツ
に
分
け

て
折
っ
た
多
面
体
を
組
み
合
わ
せ
て
立
体
を

構
成
す
る
「
ユ
ニ
ッ
ト
折
り
」、
角
柱
を
ね
じ

り
な
が
ら
コ
イ
ル
状
に
折
り
畳
む
「
コ
イ
ル

折
り
」、
編
み
込
ん
だ
と
し
か
思
え
な
い
複

雑
で
美
し
い
幾
何
学
模
様
が
描
き
出
さ
れ
る

「
平
折
り
」「
多
重
平
折
り
」、
同
じ
か
た
ち
を

無
限
に
折
り
返
す
「
無
限
折
り
」
な
ど
数
々

の
折
り
の
技
法
を
駆
使
し
、
独
自
の
世
界
観

を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

　「
い
つ
も
考
え
て
い
る
の
は
折
り
の
こ
と
。

ま
ず
断
片
を
思
い
描
き
、
実
際
に
折
っ
て
み

て
ま
た
考
え
、
展
開
図
を
描
い
て
折
っ
て
確

か
め
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
折
り
続
け
ま
す
」。

大
型
の
作
品
に
な
る
と
１
８
０
㎝×

１
１
０

㎝
の
特
注
和
紙
を
用
い
、
何
ヶ
月
も
か
け
て

折
っ
て
い
き
ま
す
。
気
が
遠
く
な
る
地
道
な

作
業
で
す
が
、「
た
だ
た
だ
お
も
し
ろ
く
て
」

と
、
布
施
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
布
施
さ
ん
が
折
り
紙
と
出
会
っ
た
の
は
小

学
校
時
代
。
身
体
が
弱
く
、
入
院
中
に
薬
包

紙
で
折
っ
た
ユ
リ
の
花
が
最
初
の
作
品
で
し

た
。
そ
の
後
も
本
を
参
考
に
新
し
い
折
り
に

挑
戦
し
続
け
、
や
が
て
出
会
っ
た
「
ユ
ニ
ッ

ト
折
り
」
で
新
境
地
を
開
拓
。
著
作
や
展
覧

会
が
世
界
的
な
注
目
を
集
め
ま
す
。

　「
ま
さ
に
扉
が
開
い
た
感
覚
で
し
た
。ユ
ニ

ッ
ト
折
り
の
先
に
広
が
っ
て
い
た
の
は
、
見

た
こ
と
も
な
い
花
園
だ
っ
た
ん
で
す
」。〝
折

り
紙
の
花
園
〞
に
足
を
踏
み
入
れ
た
布
施
さ

ん
は
、
以
来
、
こ
の
道
一
筋
。
新
た
な
折
り

の
技
法
や
デ
ザ
イ
ン
を
開
発
し
、
独
創
的
な

作
品
を
発
表
し
て
は
世
界
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン

に
驚
き
と
感
動
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
折
り
紙
を
科
学
的
、
学
術
的
に
研
究
す

る
組
織
に
招
か
れ
て
発
表
の
機
会
を
持
つ
な

ど
、
折
り
紙
の
可
能
性
を
拡
げ
て
い
く
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
の

高
齢
者
の
折
り
紙
ク
ラ
ブ
も
指
導
。
未
知
の

折
り
を
探
究
し
続
け
る
の
も
、
誰
も
が
で
き

る
折
り
を
多
く
の
人
々
と
共
有
す
る
の
も
、

布
施
さ
ん
に
と
っ
て
は
〝
花
園
〞
で
過
ご
す

大
切
な
ひ
と
と
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
布
施
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
兼
住
居
は
、
大
町

市
八
坂
の
山
村
。
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
自
然
と

向
き
合
い
、
野
鳥
、
小
動
物
、
虫
な
ど
多
様

な
生
き
も
の
と
共
存
す
る
山
暮
ら
し
の
中
で
、

日
々
発
想
を
膨
ら
ま
せ
、
折
り
に
没
頭
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
、
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
「
折
ら
れ
た
紙
そ
の
も
の
の

美
し
さ
が
際
立
つ
造
形
」。
誰
も
が
子
ど
も

の
こ
ろ
楽
し
ん
だ
「
お
り
が
み
」
が
布
施
さ

ん
の
感
性
と
技
で
「O

rigam
i

」ア
ー
ト
と

し
て
、美
し
く
花
開
い
て
ゆ
き
ま
す
。

折
り
の
宇
宙
に
遊
ぶ

布施知子さんの折り紙作品から　右：多重平折りによる平面造形　上中：らせんのコイル　上左：らせん折りのランプシェード　左下：スパイラルタワーによる林　
表紙：コイル折りのランプシェード

扇の箸袋

たたんである状態

ひろげて

オ

　

 

リ
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ミ

か
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と

A4の紙1枚で
折られた箱 

Pro f i l e

布施知子さん



第29回「長野市景観賞」受賞

ミヤマでは、目に見えない地中の環境汚染に対し、事前の調査・分析により汚染物質の成分や土壌の性状、
拡散状況等を踏まえたうえで、環境負荷の少ない最適な手法をご提案します。

土壌汚染対策法に基づく調査に加え、自主調査も承ります。土地取引、工
場移転、漏洩事故、事業譲渡等に伴う調査実績があり、ケースに応じて土
地の履歴や土質、地下水経路、汚染経過等の調査を行います。また汚染
の拡散シュミレーションや対策計画の策定なども行っており、状況に合わ
せた対策をご提案します。行政対応についてもご相談ください。
指定調査機関（2003-4-1022）

● 工場跡地の売却
 土壌調査により土壌汚染を確認。跡地利用が決まっていたため、早急

に対策計画を提案・実施。円滑に土地取引が完了。
● 工場用地の取得
 工場用地の土壌調査で汚染を確認。
 行政・地権者・地域住民・企業等、関係者の合意が得られる対策を提案。
● 設備からの漏洩
 改正水濁法に基づく点検業務（ミヤマ実施）により埋設タンクの損傷を

発見。土壌汚染が確認されたため行政へ報告し、汚染土壌を処理。他

自社開発した土壌中の有害物質を効率的に液中に溶出する科学洗浄技
術で、これまで困難とされたセレンや鉛、ほう素、ふっ素、六価クロム等、
第二種特定有害物質による高濃度汚染土壌の「現地洗浄」を実現します。
土壌搬出のない現地処理は環境負荷が低いことはもちろん、搬出や埋め
戻し等に掛かるコストも大幅に削減が可能です。

本年3月に移転をしたミヤマ新本社が長野市景観賞を受賞しました。
拠点統合による事業の効率化、商品開発力の強化を目指し新設された新本社には、社員の職
場環境向上や地域住民の方々に対し心地よい環境を提供することを目的とした緑化スペース
が設けられています。
今回の表彰では、社屋と緑化スペースが
一体となって地域の景観向上に貢献して
いることを評価していただきました。

土壌汚染調査 汚染土壌の現地洗浄

ミヤマがご提案する汚染土壌の浄化対策です

【調査・対策事例】
【処理フロー】

汚染土壌 洗浄
脱水 洗浄済土壌

分級後の砂礫
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